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明石市旅館業法施行条例の一部を改正する条例 

明石市旅館業法施行条例（平成２９年条例第４９号）の一部を次のように改正する。 

改   正 現   行 

（宿泊を拒むことができる事由） （宿泊を拒むことができる事由） 

第11条 法第５条第１項第４号に規定する条例

で定める事由は、宿泊しようとする者の衣服

等が著しく不衛生で、他の宿泊者に迷惑をか

けるおそれがあると認められることとする。 

第11条 法第５条第１項第４号に規定する条例

で定める事由は、次のとおりとする。 

（削 る） (１) 宿泊しようとする者が宿泊料を支払う

能力を有しないと認められること。 

（削 る） (２) 宿泊しようとする者の身体、衣服等が

著しく不潔で、他の宿泊者に迷惑をかける

おそれがあると認められること。 

（削 る） (３) 宿泊しようとする者が泥酔し、又はそ

の言動が著しく異常であって、他の宿泊者

に迷惑をかけるおそれがあると認められる

こと。 

（削 る） (４) 宿泊しようとする者が暴力団員その他

規則で定める者であると認められること。 

（削 る） (５) 宿泊に関し、合理的な範囲を超える負

担を求められたと認められること。 

  

以 下 略 以 下 略 

  

備考 

１ 改正部分は、下線の部分である。 

２ 改正の欄に「（削 る）」とある場合は、現行の欄の改正部分を削る。 

３ 現行の欄に「（新 設）」とある場合は、改正の欄の改正部分を加える。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 （提案理由） 

 本案は、旅館業法の一部改正により、営業者が宿泊を拒否することができる事由が追加さ

れたことから、条例に定める宿泊拒否事由のうち、同法に定める事由と重複するものを削る

ため、条例の一部を改正しようとするものである。 
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